
平成２７年１２月 岡山市教育委員会定例会 会議録 

１ 開 催 日  平成２７年１２月２２日 （火） 

２ 開 会 及 び 閉 会 

 開  会   １４時 ００分  

 閉  会   １４時 １８分 

３ 出 席 委 員 

委 員 長 東  條  光  彦 

委 員 奥  津     晋 

委 員 塩  田  澄  子 

委 員 藤  原  佳 代 子 

委員（教育長） 山  脇     健 

４ 会 議 出 席 者 

職    名 氏   名 職    名 氏   名 

教育次長 渡 辺 和 夫 教育次長 植 田 朋 哉 

統括審議監（企画調整担当） 佐々木 辰 昭 審議監（学校教育担当） 天 野 和 弘 

審議監（生涯学習担当） 山 口 啓 二 
審議監（教育人事財務担当）

（人事財務課長事務取扱）
石 井 雅 裕 

教育企画総務課長 赤 野 政 治 学事課長 三 宅 泰 司 

指導課長 岡 林 敏 隆 指導課人権教育担当課長 濱 口   修 

審議監(企画総務担当) 

(こども企画総務課長事務取扱)
小 西 洋 史 地域子育て支援課課長補佐 田 中 光 彦 

事務局（教育企画総務課主査） 生 田 裕 宣 
事務局 

（教育企画総務課指導主査） 
花 房 明 彦 

５ 議題及び結果 

報告第 26 号 

報告第 27 号 

報告第 28 号 

専決処理の報告（平成２７年度岡山市一般会計補正予算(第３号)案の

うち、岡山っ子育成局分の教育費予算案への同意について） 

専決処理の報告（平成２７年度岡山市一般会計補正予算(第４号)案の

うち、岡山っ子育成局分の教育費予算案への同意について） 

専決処理の報告（平成２７年度岡山市一般会計補正予算(第４号）案

のうち、教育委員会分の教育費予算案への同意について 

承  認

承  認

承  認

６ 教育長等の報告［平成２７年１１月１４日（土）～平成２７年１２月１１日（金）］ 

11/14 

11/17 

11/17 

11/18 

土曜授業標準実施日 

いきいき学校園づくり 

岡山市小学校音楽の集い 

いきいき学校園づくり 

指導課 

指導課 

指導課 

指導課 



11/19 

11/20 

11/28 

11/28 

12/1 

12/5 

12/6 

いきいき学校園づくり 

いきいき学校園づくり 

おかやまイングリッシュビレッジ事業「留学体験 in 福谷」 

自然体験リーダーstep３③（～29日） 

第６回総合教育会議 

イングリッシュカフェ（ＯＳＳ） 

第２０回人権フェスティバル岡山 

指導課 

指導課 

地域子育て支援課

地域子育て支援課

総務法制企画課 

地域子育て支援課

指導課人権教育室

委員長 

指導課長 

委員長 

指導課長 

委員長 

藤原委員 

地域子育て支援課 

課長補佐 

藤原委員 

地域子育て支援課

課長補佐 

藤原委員 

地域子育て支援課

課長補佐 

藤原委員 

山脇委員 

地域子育て支援課

課長補佐 

○ １番の土曜授業の実施に関して、１学期にうかがったかもしれないが、標準

日ということであるが、標準日以外で実施しているところや、今年から３回を

超えてもよいということになったと思うが、そのような点で実施しているとこ

ろがあったのか確認をお願いしたい。 

○ １１月１４日の土曜授業標準日であるが、今回は中学校９、小学校６４、合

計７３の小・中学校で公開をしていただいた。それ以外の学校が標準日以外の

土曜日あるいは日曜日に実施をしている。年間３回標準日を設けているが、２

学期の１１月１４日が一番集中して実施しているところである。標準日以外で

ということであるが、内容的にはかわらないが、学校の実情として保護者の「小

学校、中学校が重なるので、ぜひ違った日にしてほしい」という声もあり、そ

ういうことに対応している学校がだんだんあったのではないかと思う。 

  次回は１月１６日が３回目の標準日ということである。なお、４回以上実施

している学校はあまり見受けられなかった。 

○ あまりというのは、なかったということか。 

○ なかった。 

○ 他にはいかがか。 

○ １０番、イングリッシュカフェの内容について。 

○ イングリッシュカフェは、７番にある「おかやまイングリッシュビレッジ事

業の留学体験ｉｎ福谷」のフォローアップ事業として行っている。表町にある

表町スタイルストア、トミヤ時計店の３階にあるのだが、そこを会場として福

谷のほうに参加した子どもたちを対象に行っている。福谷の事業に比べ、より

体験的な活動を取り入れた言語活動を実施している。 

○ 何回目ぐらいか。 

○ 今年度、これが２回目になる。 

○ 参加者は大体福谷地域の子どもか、それとも全市か。 

○ 留学体験ｉｎ福谷の申し込みは、岡山市の全小学校５・６年生にチラシなど

を配布しており、福谷だけではなく南区からも東区からも多数応募がある。そ

の体験をした子どもたちを対象にということであるが、これが市内中心部にあ

るので、どうしても北区、それから中区の子どもたちが多かったが、一応全て

の区から来ていた。 

○ よい試みだが、９人ではちょっともったいないなと思う。 

○ 将来的にはもっと定期的なものというか、そこはまだ聞いていないか。 

○ イングリッシュビレッジ事業のほうを２回、これはもうずっとやってきてい

るのだが、フォローアップということで、現在このイングリッシュカフェ事業

で表町スタイルストア、これはＯＳＳと略称して呼んでいるが、それと城下 

カフェ、これはシンフォニービルの横にあるが、そこの城下カフェという場所

を借り、フォローアップ事業を行っている。その城下カフェでは、第１、第３

木曜日ということで毎月行っている。これも福谷に参加した子どもたちだけを

対象にしているので、参加者自体は少ないのだが、より英語に興味を持てるよ



藤原委員 

地域子育て支援課

課長補佐 

塩田委員 

地域子育て支援課

課長補佐 

塩田委員 

山脇委員 

藤原委員 

塩田委員 

奥津委員 

指導課長 

委員長 

指導課長 

藤原委員 

指導課人権教育 

担当課長 

藤原委員 

指導課人権教育 

担当課長 

うな事業を実施しているところである。 

○ 該当は何年生ぐらいが多いのか。 

○ 小学校５年生、６年生を対象にしている。 

○ ７番だが、参加者が２８人ということであるが、これの募集定員はどのぐら

いで、どのぐらいの方が応募されたのか。 

○ ６０人定員だが、夏８月に行ったときは１１０名ぐらいの応募があった。今

回も３４名実際に申し込みがあったが、土曜授業やいろいろな家族の予定と重

なった等々でキャンセルが出たため、実質２８人になった。来年度はこの反省

も踏まえて、土曜日ではなく日曜日に事業を実施したいと考えている。 

○ せっかくの取組であり、しかもその後フォローアップが結構しっかりしてい

るので、ぜひ多くの方に参加していただいてフォローアップのほうも充実して

いただきたいと思う。 

○ 秋に実施しているのは、たしか初めてではないか。今までは夏はあったが福

谷でやっているのは今年度２回目だろう。たしか回数を増やしてみようとい 

って増やしたのではないかと思うが。なかなかいろいろ事情があったようだ。

○ もったいない。 

○ 学校のほうからも呼びかけていただきたい。 

○ ３番の小学校音楽の集い。以前、中学校音楽の集いがあったのかなと。その

小学校版かと思うのだが、概要と１，０４７人ということであるが、何校くら

いがどのような形で参加したのか。 

○ １１月１７日に実施された小学校の音楽の集いは２部構成になっており、午

前６校、午後６校の合計１２校の小学校が参加をしている。参加の仕方として

は、例えば小串小学校や竹枝小学校などの小規模校は、全部で４校ほどあるが、

１年生から６年生まで全校で参加している。比較的大きな学校、富山小学校と

か可知小学校などは６年生が単独で出演している。また、灘崎小学校などは５

年生、６年生を連れていっておられるといった状況で、演目は重ならないのだ

が、それぞれ合奏、合唱、どの学校も２曲披露しているという感じである。 

 ７年に１回ぐらいの割合で全ての小学校が出演できるような、サイクルを組

んでいるということで、これまで取り組まれている。指導課で会場の借り受け

と、楽器運搬のお手伝いをさせていただいている事業である。半日の参加なの

で、残った半日を中心部での校外学習等に利用しておられるということであ

る。 

○ ７年に１回というのは何か意味があるのか。６年に１回だと全学年が出られ

るような気がするのだが。 

○ １学年は出てない学年もあるのではないかと思うが、時間と全校の学校数を

考えたときに７年に１度のサイクルというプログラムを組んでいるようであ 

る。 

○ １１番の人権フェスタだが、１万２千人はすごい。これはどんな方が集まっ

たのか。 

○ これは全市民を対象にしている。今回もどちらかといえば小さいお子さんや

 お母さんが多いということを想定していて、出演者はメーンステージでラッキ

ィ池田さんとか今井ゆうぞうさんをお呼びしている。早いもので第２０回を数

えるが、いまだに１万２千人が集まっていただいているということで、本当に

人権について考える機会も増しているとも考えている。 

○ これは日曜日か。 

○ 日曜日である。 



藤原委員 

指導課人権教育 

担当課長 

藤原委員 

指導課人権教育 

担当課長 

委員長 

全委員 

○ 子どももいたのか。 

○ お子さんが中心である。どちらかというと小さいお子さんが中心になってい

 る。 

○ 学齢期ではないのか。 

○ 学齢期もしくはもう少し小さな子どもである。 

○ ほかにはないか。 

○ 〈なし〉 

７ 議事の大要 

委員長 

全委員 

委員長 

全委員 

委員長 

全委員 

委員長 

委員長 

全委員 

委員長 

こども企画総務課

長 

委員長 

全委員 

委員長 

全委員 

委員長 

子ども企画総務課

長 

○ １２月の岡山市教育委員会定例会を開催する。 

  本日は、傍聴希望の方が１人おられる。入っていただいてよいか。 

○ 〈承認〉 

○ 日程第１。会期について本日１日限りとしてよいか。 

○ 〈承認〉 

○ 日程第２。１１月の定例会の議事録に問題がなければ署名をお願いする。 

○ 〈承認〉 

○ 日程第３。教育長等の報告、事業報告について質問はないか。 

 (会議録６「教育長等の報告」に記載) 

○ 議事に入る前に、会議の公開、非公開について諮る。 

日程第５の第３２号議案、第３３号議案は、いずれも任免、賞罰等職員の身分

の取り扱いその他人事に関する事項として、会議規則第９条第１項第１号に該当

するため、非公開としてよいか。 

○ 〈承認〉 

○ それでは、日程第５の第３２号及び第３３号議案は、非公開とする。 

日程第４に移りたいと思う。 

 報告第２６号をこども企画総務課から報告をお願いする。 

○ 資料３ページ、報告第２６号について。 

専決処理の報告ということで、平成２７年度岡山市一般会計補正予算案（第３

号）のうち、岡山っ子育成局分の教育費予算案への同意について、教育委員会に

付議する時間的余裕がなかったため、別紙のとおり専決処理した報告をする。 

 内容については、４ページをご覧いただきたい。 

 ４ページ、事業別説明のところである。第２０項幼稚園費、第１目の幼稚園管

理費のうち、岡山っ子育成局関係分は２３０万円余の増額で、保育・幼児教育課

就園管理課の人件費の過不足について調整を行うものである。 

その下、第２５項社会教育費、第１目社会教育総務費のうち、岡山っ子育成局

関係分は１７万円余の増額で、これは地域子育て支援課の人件費の過不足につい

て調整を行うものである。 

第２６号については以上である。 

○ 補正予算に関する説明であったが、これに関しての質問等があるか。 

○ 〈なし〉 

○ それでは、報告第２６号を承認してよいか。 

○ 〈承認〉 

○ 続いて、報告第２７号を同じこども企画総務課から報告をお願いする。 

○ ５ページの報告第２７号専決処理の報告について。 

平成２７年度岡山市一般会計補正予算案（第４号）のうち、岡山っ子育成局分

の教育費予算案への同意について、教育委員会に付議する時間的余裕がなかった



委員長 

全委員 

委員長 

人事財務課長 

委員長 

全委員 

委員長 

全委員 

委員長

ため、別紙のとおり専決処理したので、報告をする。 

 内容については、６ページをお開きいただきたい。 

 ２の事業別説明である。第２０項幼稚園費、第１目幼稚園管理費のうち、岡山

っ子育成局関係分は４６万円の増額である。また、第２５項、これは保育・幼児

教育課就園管理課の職員給与に係るものである。 

 次に、第２５項社会教育費、第１目社会教育総務費のうち、岡山っ子育成局関

係分は１９万円余の増額で、地域子育て支援課の職員給与に係るものである。 

 以上である。 

○ この件も補正予算にかかわる部分で、給与改定にかかわるもの。次に書かれ

ているのだがよいか。 

○ それでは、第２７号を承認してよいか。 

○ 〈承認〉 

○ それでは、報告第２８号を人事財務課からお願いする。 

○ 報告第２８号専決処理の報告について。 

 平成２７年度岡山市一般会計補正予算（第４号）案のうち、教育委員会分につ

いて説明する。 

 資料の７ページをご覧いただきたい。 

 平成２７年度岡山市一般会計補正予算（第４号）案のうち、教育委員会分の教

育予算案への同意について、教育委員会に付議する時間的余裕がなかったため、

１２月１６日に専決処理したものである。 

 内容については、資料の８ページ。平成２７年度１１月補正予算案（第４号）

についてをご覧いただきたい。 

 今回の補正予算案は、岡山市人事委員会勧告に基づく民間企業との格差解消の

ため、職員の給与体系に伴うものである。 

 詳細については、資料に事業ごと補正額等を記載しているので、全部で２３事

業ある。個別の説明は省略するが、金額が大きいものとして資料の９ページの下

から４番目の幼稚園学事事務費において１，４００万円余の増となるものである。

これにより補正額は合計で４，８９６万５千円の増額をしようとするものであり、

補正後の教育委員会の予算額は２６３億４，６０４万９千円となる。 

 以上で説明を終わる。 

○ これに関しても同じく給与改定に伴う変更、補正ということで説明があった。

 この件に関して質問があるか。 

○ 〈なし〉 

○ それでは、報告第２８号を承認してよいか。 

○ 〈承認〉 

○ それでは、以上で公開議案の審議を全て終了する。 

傍聴の状況 

  報       道                   １名 

  一       般                   ０名 



平成２７年１２月 岡山市教育委員会定例会（非公開） 会議録 

１ 開 催 日  平成２７年１２月２２日 （火） 

２ 開 会 及 び 閉 会 

 開  会      １４時 １８分 

 閉  会      １４時 ４０分 

３ 出 席 委 員 

委 員 長 東  條  光  彦 

委 員 奥  津     晋 

委 員 塩  田  澄  子 

委 員 藤  原  佳 代 子 

委員（教育長） 山  脇     健 

４ 会議出席者 

職    名 氏   名 職    名 氏   名 

教育次長 渡 辺 和 夫 教育次長 植 田 朋 哉 

統括審議監（企画調整担当） 佐々木 辰 昭 審議監（学校教育担当） 天 野 和 弘 

学事課長 三 宅 泰 司 学事課課長補佐 奥 橋 健 介 

５ 議題及び結果 

第 32 号議案 

第 33 号議案 

岡山市立学校県費負担教職員の人事について 

岡山市立幼稚園教職員の人事について 

承  認

承  認


